
美術館
≪テーマ≫
・美術館
≪テーマの設定理由≫
・非日常的な経験と美的環境の経験。
・友達と共通の体験をする。

≪スケジュール≫
11/12 観劇会
11/14 子どもから、観劇会の一場面をクラスの遊びでもやってみたいと声が上がる。
11/19＝11/30 クラスで遊んでみる。

≪探究活動の実践≫
11/12 観劇会

ホールで劇団風の子さんによる
「ソノヒカギリ美術館」を
2歳児と幼児で観劇する。

11/14
参加型の観劇会。劇の後半で額縁の中に入って、自分がアートになり表現する
というコーナー。挙手した幼児さんが皆の前に出て表現してくれました。それを
見ていた２歳児の男の子。翌日に、「自分もやりたかった…。」と一言。

11/19＝11/27
クラスで遊んでみる。担任で額縁を作り、皆で自分のからだの色々な部分を額縁に
あてて、美術館ごっこを楽しみました。
様々な表情をしたり、ポーズをとったり、
鏡の前で自分の姿を確認したり。又、
お友達の様子を見て笑い合ったり、真似を
してみたり…。お部屋に額縁を置いておくと、
思い出したように表現して遊ぶ子どもたち
でした。

≪保育士の気づき≫
子どもからの「自分もやりたかった…」の声に美的体験は、子どもの心も大人の
心も動かすのだと感じた。又、普段関わりの少ない子同士が、観劇会後に観劇会の
イメージを共有して遊ぶ姿が多く見られた。五感で感じる共通体験を友達とする事
は仲間関係にも繋がっていくと感じた。
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